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に
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土
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に
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い
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ジ
ャ
ン
ル

特
徴

内
容

作
者

成
立

 

日
記
文
学 

●

記
録
と
し
て
の
漢
文
体
の
日
記
と
は
違
っ
た
、
文
学
と
し
て
の
仮
名

日
記
の
草
分
け
。 

 

平
安
時
代 

 

紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

（
生
年
不
明
〜
九
四
五

●

『

年
） 

古こ

今き
ん

和
歌

な
歌
人

●

歌
論
の

わ

か

集
し
ゅ
う

』
の
撰せ

ん

者じ
ゃ

の
一
人
で
、
代
表
的

。 

先さ
き

駆が

け
と
い
う
べ
き
「
『
古
今
和
歌
集
』
仮か

名な

序じ
ょ

」
を
執
筆
。 

 

旅
日
記 

＊
任
地
で
あ
る
土と

佐さ

か
ら
京
へ
帰
る
ま
で
の
五
十
五
日
間
の
こ
と
を
記

し
て
い
る
。「
日
次
（
毎
日
）
の
日
記
」
で
、
一
日
も
記
事
の
省
略
は

な
い
。 

＊
船
中
の
人
々
の
言
動
・
人
情
の
機
微
・
自
然
の
景
観
・
亡
児
へ
の
追

慕
・
京
を
待
望
す
る
心
情
・
帰
京
の
感
想
等
が
諧か

い

謔
ぎ
ゃ
く

と
ユ
ー
モ
ア
に

富
ん
だ
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 

最
初
の
仮
名
日
記 

紀
貫
之
が
自
ら
を
女
性
に
仮か

託た
く

し
て
記
し
て
い
る
、
平
仮
名
に
よ
る
日
記
。 

   

 

関
連
す
る
重
要
事
項

 

◆
日
記
文
学
の
流
れ
◆ 

〈
平
安
時
代
〉 

土
佐
日
記
（
紀
貫
之
） 

← 

蜻か
げ

蛉ろ
う

日
記
（
藤ふ

じ

原
← わ

ら
の

道み
ち

綱
つ
な
の

母は
は

） 

和
泉

い

ず

み

式し
き

部ぶ

日
記
（
和
泉
式
部
） 

← 

紫
む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

日
記

紫
式
部
） 

（ ←

更さ
ら

級し
な

日
記
（
菅す

が

原
← わ

ら
の

孝た
か

標
す
え
の

女
む
す
め

） 

讃
岐

さ
ぬ
き
の

典す

侍け

日
記
（ 

藤ふ
じ

原
わ
ら
の

長な
が

子こ

） 

←

〈
鎌
倉
時
代
〉 

十
六
夜

い

ざ

よ

い

日
記
（
阿あ

仏ぶ
つ

尼に

） 

 

古
文
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章 
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２ 

序
・
門 か

ど

出 で

（
承

じ
ょ
う

平 へ
い

四
年
〈
九
三
四
年
〉
十
二
月
二
十
一
日
） 

 
 

２ 

序
・

  

 

男
を
と
こ 

も 

す
サ
変
・
終

 

門 か

ど

出 で

（
承

じ
ょ
う

平 へ
い

四
年
〈
九
三
四
年
〉
十
二
月
二
十
一
日
） 

男
を
と
こ 

も 

す
サ
変
・
終 

な

る

伝
聞
・
推
定
・
体 

日に

記き 

と 

い
ふ

四
段
・
体 

も
の 

を
、 

女
を
む
な 

も 

し
サ
変
・
用 

て 

み
上
一
・
未 

む
意
・
終 

と 

て 

す
る

サ
変
・
体 

な
り

断
・
終

。 

そ
れ 

の 

年と
し 

の 

し
は
す 

の 

二
十
日

は

つ

か 

あ
ま
り 

一ひ
と

日ひ 

の 

日 

の 

戌い
ぬ 

の 

時 

に
、 

門か
ど

出で 

す
サ
変
・
終

。 

そ
の 

由よ
し

、 

い
さ
さ
か
に

形
動
・
用

 

も
の 

に 

書
き
つ
く

下
二
・
終

。 

あ
る 

人
、 

県
あ
が
た 

の 

四よ

年と
せ

五い
つ

年と
せ 

は
て

下
二
・
用 

て
、 
例 

の 
 

こ
と
ど
も 

み
な 

し
サ
変
・
用 

を
へ

下
二
・
用 

て
、 

解げ

由ゆ 

な
ど 

と
り

四
・
用 

て
、 

住
む

四
・
体 

館た
ち 

よ
り 

出
で

下
二
・
用 

て
、 

船 

に 

の
る

四
・
体 

べ
き

当
・
体 

と
こ
ろ 

へ 

わ
た
る

四
・
終

。 

か
れ
こ
れ
、 

知
る

四
・
体 

知
ら

四
・
未 

ぬ
打
消
・
体

、 

送
り 

す
サ
変
・
終

。 

年と
し

ご
ろ
、 

よ
く

形
・
ク
・
用 

く
ら
べ

下

二

・

用 

つ
る

完
・
体 

人
々 

な
む

係
助

、 

わ
か
れ 

が
た
く

接
尾

 

思
ひ

四
・
用 

て
、 

日
し
き
り
に
、 

と
か
く 

し
サ
変
・
用 

つ
つ
、 

の
の
し
る

四
・
体

 

う
ち 

に 

夜よ 

ふ
け

下
二
・
用 

ぬ
完
・
終

。 

  

通

釈

 

男
が
す
る
も
の
だ
と
聞
い
て
い
る
日
記
と
い
う
も
の
を
、
女
で
あ
る
私
も
試
み

て
み
よ
う
と
思
っ
て
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
年
の
十
二
月
の
二
十
一
日
の
午
後
八

時
ご
ろ
に
、
旅
立
つ
。
そ
の
様
子
を
、
少
し
ば
か
り
も
の
に
書
き
と
め
る
。 

あ
る
人
が
、
地
方
官
勤
務
の
四
、
五
年
の
任
期
が
終
わ
っ
て
、
習
慣
で
あ
る

（
引
き
継
ぎ
な
ど
の
）
こ
と
を
み
な
し
終
え
て
、
離
任
の
証
明
な
ど
を
受
け
取
っ

て
、（
今
ま
で
）
住
ん
で
い
た
官
舎
か
ら
出
て
、
船
に
乗
る
は
ず
の
場
所
に
移
動

す
る
。
あ
の
人
こ
の
人
、
知
っ
て
い
る
人
知
ら
な
い
人
（
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
）
が
見
送
り
を
す
る
。
数
年
来
、
親
し
く
付
き
合
っ
て
き
た
人
々
は
、
別

れ
る
の
を
つ
ら
く
思
っ
て
、
一
日
中
ず
っ
と
、
あ
れ
こ
れ
と
忙
し
く
し
て
、
大

騒
ぎ
を
し
て
い
る
う
ち
に
夜
が
更
け
て
し
ま
っ
た
。 

  
語

句

①(
す)

る 

伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
。
終
止
形
接
続
。 

 な

②(

る)
な
り 

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
。
連
体
形
接
続
。 

す

③
県 

国
司
と
し
て
地
方
官
を
勤
め
る
こ
と
。 

④
解
由 

国
司
な
ど
の
任
期
が
終
わ
っ
て
、
前
任
者
か
ら
後
任
者
に
事
務
手
続
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き
な
ど
の
引
き
継
ぎ
が
完
了
し
た
際
に
、
前
任
者
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
、

異
常
や
怠た

い

慢ま
ん

が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
状
。
前
任
者
に
渡
さ
れ
る
。 

⑤
年
ご
ろ 

数
年
来
。
「
日
ご
ろ
」
は
、
数
日
来
。 
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